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平 成 ２ ２ 年 Ｊ ２ 月 ２ ４ 日 付 け で 提 起 さ れ た 生 活 保 護 法 （昭 和 ２ ５ 年 法 律 第14  4 号 。
・　　Ｉ　　　　●･一　　　　　　　　　　　　　　　　丶　　　１　　　１　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　●=’ 以 下 「法 」 と い う 。 ） 第 ２ ６ 条 の 規 定 に 基 づ く 生 活 保 護 廃 止 決 定 処 分 （以 下 「本 件 処

分 」 と い う 。､） に 対 す る 審 査 請 求 に つ い て 、 次 のJと お り 裁 決･し ま す 。　　　　 Ｉ

主 文

処分庁が平成２２年１２月‘１４日付けで審査請求人に対して行った本件処分を取り消
す。　　　 一　　 匸

理 由

第 １

]．

審査請求の趣旨及び理由　　　　　　っ　　　　　　　　　　フ ・

・ 審査請求の趣旨　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　ト
審査請求人（以下「請求人」という。廴は√処分庁が平成坏２年１２月１４日付

けで行うた本件処分について、毋の取消しを求めるというものである。 、
’I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うろ

昂じﾀﾞ



２　審査請求の理由　　　　 ｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼

請求人は、処分庁が平成２ ２年１２月１４日付けで行った本件処分は、今後の生

活を困窮さ甘、違法文は不当であると主張し七いるものと解される。 厂　っ

第２　処分庁の弁明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 上

二処分庁は、次の点を理由として、本件処分は適法であると主張し、本件審査請求

を棄却するどの裁決を求めている。　　　　　　　　 卜
･` 　　.II　　　　　●　　　　　　　● ｡　　　　　 ●
す な わち、法及び 「生活保護法による保護の実施要領について」（昭和3･6 年４

． 月１日付け厚生省発社第１ ２ ３号厚生事務次官通 知L 以下 「保護 の実施要領」 とい

レう。）等の関係法令に則り、請求人にかかる保護､の受給要件を充足､しているかどうＩ　　　。　　　　　　　９　　・　　　　　　　　　　　　　。　　 －

第3
1

かを慎重に検討し、その結論に基づいて決定したものである。

審査庁の認定事実及び判断　　 ヶ　　　 ＼・　　　　二　．･･．･．・　　　　．・

認定事実　　　づ　　づ　　　　　　　ｉ　　　　　　　　　一
審査庁が調査したととろ、次の事実が認められた．　　　 ’

（１） 処分庁は、請求人に対し、傷病を鋤由として単身で平成２ １年１月白日から

法による保護を開始したこと．＼　　　　　　　∧　　　………

（２） 請求人は、平成２０年 ］ド２月＼10 日から平成２１年２月５日まで傷病のため

㎜ 病院iこ入院`していたこと。
/（β匚 処 分 庁 の 職 員 は 、 珥 院 し た 請 求 人 が 体 力 が 回 復 す る ま で の 間 、-必 要 に 応 じ て

十　 請 求 人 の 長 女 （以 下 ご「長 女 」 と い う 。 ） か ら の支 援 を 受 け 、 長 女 宅 で 生 活 す る

丶　　　　　　　　　　　　　　　　･･
、こ と も や む を 得 な い と 判 断 し て い た こ と 。　 ’。　　　　　　

レ　　　　 ・

尚（４匚 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２．２年 ５ 力 １ ７ 日 ば㎜ 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー （以 下

「地 域 包 括 支 援 セ ン タ 」 と い う 。 ） か ら の 電 話 連 絡 に よ り 、 長 女 宅 に お い て 居
■　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　●　　　　　　。’　　　、　　　　　　　　　甸

宅 介 護 住 宅 改 修 費 で 手 す り の 取 り 付 け し た い と の 要 望 が･あ り 、 ま た 、 請 求 人 は 、

約 １ 年 前 か ら 長 女 宅 で 生 活 し で い る こ と を 確 認 し た こ と 。　　　 ／　　 卜
■　　　　　　　　　』　　　　　　　　・　　　　　　●。　　　　　　　．　　　　　Ｉ

（５） 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年 ５ 月 １ ８ 日jに 包括 支 援 セ ン タ ー を 訪 問 し 、 次 に

｡つ い て 確 認 し た こ と9　　 ＼　　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　/:

ア　 請 求 人 は 、 退 院 後 に は 長 女 宅 で 暮 ら す 予 定 で 、 平 成 ２ ０ 年 １ ２ 月 ２ ６ 日 に

高 齢 者 向 け 緊 急 連 絡 装 置 （ふ れ あ1い 安 心 電 蔀 ） 膏撤 去 し た こ と 。

イ　 請 求 人 は 、 平 成 ２ １年 １ ２ 月 ２ ３ 日 か ら 平 成2 2. 年 １ 月 ４ 日 ま で 、 長 女 宅

川
）

ａ

４



冫ｆ

－

ｌ

膃
孝

≒　　　 で 住 宅 改 修 （ サ フ ォ ← み ） が 行 わ れ た た め 、 シ ョ ｒ 卜 河､ テ ィ を 利 用 し て い た

。　　　　　 ∧　 ’･　　　　　　　　　　 ：　　　 十　　　　　
。㈹ ど　　　　　

、り　　　　　　 ‘　　　 （　　　　　　　　　･･　 ’･

十　 ヴ　 請 求 人 は √ 退 院 後 か ら 長 女 宅 で 生 活 し て お り レ 初 回 の シ ョ ヤ ト ス テ ィ 利 用

¶　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　 ●
二
時 以 外 は 長 女 宅 を 発 着 地 と し 七 送 迎 が 行 わ れ て い た こ と

。　
：　　　　 ＜

（ ６ ）‘ 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ３ 年 ６ 月 １ ５ 日 比 請 求 人 宅 を 訪 問 す る も 不 在 で
、 近

＝　　 隣 住 民 か｡ ら 請 求 人 は １ 年 以 上 も 帰 う て 来 て い な い こ､ と を 聞 い た こ と･ 。　　　 ＼

（7 く匚 請 求 人 は･ 、 平 成2･2 年 ６ 月 １ １ 日 か ら 同 年 ６ 月 ２ ５ 日･ ま で シ ざ ー ト ス テ ィ を

利 用 し て お り｡ 、、 処 分 庁 の 職 員 ら は 同 月 ±8EI に シ ョ ごニ ト ス テ ィ 先 で 請 求 人 と 面

Ｉ　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ
禎 し 、 次 に つ い て 確 認 し た こ と　 ／ 卜　　　　

才　 づ
¶　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　I. ●　　　　　　　　　 －
ニ ア　 請 求 人 は 、 平 鴪 ２ １ 年 ２ 月 ５ 日 の 退= 院 後 、 長 女 宅 で 生 活 し て い る こ と

。。

十　 イ　 請 求 人 は √ 長 女 の 世 話 も あ り 安 心 し て 生 活 を 送 る こ と が で き る が 、 孫 嫁 や
、　　　　　ｌ　　　　　　　　 ●

二　 長 女 φ 夫 等 に 気 を 遣 う た め 気 疲 れ す る ご と 。　　　　　　　　 し

十　 ウ　 請 求 人 は 、 で き る こ と な ら 自 宅 七 生 活 し て い き た い が 、 単 身 で の 生 活 に は

レ　　 不 安 が あ る た め 、 今 後 も 長 女 め 世 話 に な る｡ し か が い と 詰 し た こ と 。　　 卜

（ 刎 △ 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成2･2 年 ７ 月 ５ 日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 の 上 、 請 求 人 及 び 長

＼ 女 と 面 接1 し 、 次 に つ い て 確 廁 し た こ と 。
ニ　　　　 ト

ヘア　 請 求 人 は 、 平 成2 1, 年 ２ 月 ５ 日 の 退 院 後 、 長 女 宅 で 生 活 し て い る こ と
。

イ　 請 求 人 及 び 長 女 の 希 望 は レ 請 求 人 が 自 宅 で 生 活 を 送 る も の で あ る こ と　I ･･

1“　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　 ’　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｀¨ ▽ウ　 長 女 は 、 ご請 求 人 が 長 女 宅 で 生 活 す る こ と は 経 済 的 ・ 精 神 的 な 点 か ら 無 理 で あ
。

■　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　 Ｉ　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ
る と 話 し た こ と 。　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　 ＼

（ ９ ） 処 分 庁 め 職 員 は
ヽ
平 成2 ‘2 年 ７ 月 １ ６ 日 に 生 活 支 援 ハ ウ ス ㎜ 讀 肺 网 Ｉ

・　　　　　　　　　　　　　　 气　　　　　　　　 ’ ．　　　　　　　　　　　　
Ｉ　Ｉの 上 、 麕 求 人 と 面 接 し 、 次 に つ い て 確 認､ し た こ と･･･　･

。･　　　　 ・。　　　　
。･･･

ア　 請 求 人 は 、 自 丿宅 で 生 活 し だ い 気 持 ち は あ る が 、 家 電 製 品 等 が １ 年 欒 ほ ど 全 く

し 使 用 し て い な い た め 動 か ず､｡ ’生 劔 で き る よ う な 状 況 で は な い こ と
。､

イ　 長゙ 女 宅 で は 、 平 成 ２ １ 年 １ ２ 月 に 住 宅 改 修 （ リ フ ォ ー ム ） し 、 バ リ ア フ 屮 ¬

匸
と な っ ﾌだ た め 安 全 性 の 面 か ら も 生 活 し や す く な っ た こ と ｊ　 ＼

●　
・　●　ｊ　　　 、　●　　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　 Ｉ●　･●　　　　　　　　　･。　　　　　・　　　　 ●

．　　Ｉ
（１０） 処 分 庁 め 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年 ７ 月･20 日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 す る も 不 在 で

、 近・　　　　　　
●　●　　　Ｉﾉ･　　　　　　　　　　 ●　　　　’　　　　　　　　　　　　　　 、　　　” ●　　　　　●　　　　・

プ　 隣 住 民I か ら 請 求 人 は 今 週 末 は ず っ と 不 在 で あ っ た こ と を 聞 い た こ と
。

（11 ） 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年 ７ 月 ２ ９ 日 に 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー か ら 、 次 の

電 話 連 絡 を 受 け た こ と 。　　　　　 厂　　　　 ▽　　　　　　　　　　 、

｀!　 ア　 長 女 の 話 に よ る と 、 請 求 人 が こ の ま ま 自 宅 で 単 身 生 活 を 続 け る ご と は 困 難 で

あ る こ と 。　　　　　　　　　　　　 ・

ク／



イ　 し か し 、 請 求 人 の 医 療 費 や 介 護 サ ー ビ ス 費 を 誚 求 人 自 身 の 年 金 や 長 女 世 帯 か ’

ら 援 助 す る こ と が 困 難 で あ る た め 、 ヤ一緒 に 生 活 す る こ と は 困 難 で あ る こ と 。

ウ　 請 求 人 の 人 う Ｌ は 確 実 に 低 下 し で き て お り 、 単 身 生 活 は 困 難 で あ る と 患 わ れ

る ご と 。 ま た 、ﾉ 請 求 人 及 び 長 女 は 、 請 求 人 宅 の 住 宅 改 修 を 行 い 請 求 人 が 自 宅 でj

生 活 す る と い う 意 向:は 話 さ れ な か づ た た め 、 改 め で 今 後 の 生 活 支 援 を 検 討 す る

△ 必 要 が あ る こ と 。 △　　　　　 十　　　　　　　　 こい　　 犬 し　　　 ∇

（12 ） 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年 ８ 月 ９ に 誚 求 人 宅 を 訪 問 の 上 、 請 求 人 と 面 接 し 、

’ 今 後 、 自 宅 で 生 活 を 送 る こ｡と に つ い て 不 安 を 感 じ て い る こ と を 確 認 す る と と も
’　　　　　　　　 ●　　　　　　|I●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

十 に 、 生 活 拠 点 を 転 々 と す る の で は な く 、 在 宅 生 活 を 送 る 上 で 支 障 と な る 事 項 を

緩 和 す る た め に も 必 要 な サ ー ビ ス の 検 討 と 利 用 を 助 言 し た こ と 。▽　　 、

旧 ） 処 分 庁 の 職 員 は √ 平 成 ２ ２ 年｡8 月 １ つ 日 に 包 括 支 援 セ ン タ=－ か ら 、 今 後 、 長
Ｉ　　　　　　　・　●

女 が 請 求 人 と の 崗 わ り を 絶 ち 、 本 日 、 齧 求 人 を 請 求 人 宅 に 置 い て 来 る め で 、 今

後 は 請 求 人 と の み 面 接 し て 欲 し い と の 電 話 連 絡 を 受 け た こ と 。 同 日 、 処 分 庁 の

職 員 は 、卜請 求 人 宅 を 訪 問 の 上 、 請 求 人 が 一 晩 諳 求 人 宅 に 滞 在 し て 、 明 日 に は 長

一女 宅 に 戻･る こ と を 確 認 し た こ と 。　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　 、 ｀

(14) 二 処 分 庁 の 職 員 は 、こ平 成 ２ ２ 年 ８ 月 漾 ９ 日 に 長 女 宅 を 訪 問 の 上 、j請 求 人 及 び 長

女 と 面 接 し 、 今 後 の 生 活 拠 点 を β こ に 定 め る か を 含 め て 介 護 福 祉 施 設 を 見 学 ず

卜 る こ と と し た こ と 。 ま た 、 請 求 人 は 長 女 宅 に て 長 女 と 並 ん で ベ ッ 小 で 就 寝 し て

・　　　　　　　●　１ダ い る･こ と を 聞 い た こ と6　　　　 ご　 ダ　　　　　　　　　　　
。

旧 ） 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年 ９ 月 １ 日 に 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー か･ ら 、 請 求 人

及 び 長 女 が 施 霖 入 所 を 希 望 し な い で 請 求 人 宅 で 生 活 を 送 り 、 住 宅 改 修 と ホ ｎ ム

ヘ ル パｒ の 利 用 を 検 討 す る こ と で 話 を 進 め で い き た い と の 電 話 連 絡 を 受 け た こ

・　　　●　　　　　　　　　。　　　　　･|　　　　　　　・　　　　　　　Ｊ 丶　　　　　I　　　　　　　・　　　II
と 。ごま た √ ま も な く 彼 岸 入 り す る の で 、｡ご

請 求 人 は 自 宅 で 本 格 的 に 生 活 を 始 め る

∧ こ と を 聞 い た こ と 。 ・　　　　　　　　　　　　　　 ◇　　　　　　 。　　 ダ
㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ．　　　` ●　　　　　¶．ｇ　　　　　　’

（!６） 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ３ 年 ９ 月ﾉ｛5 日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 の 上 、 凛 電 製 品 が 壊

丶　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　 ●　　　　●　　　　　　　　　　　` 　　　 ●　　。
二 れ て お 肌 娯 楽 が な く ’寝 て ば か り の 生 活 を 送 つ で い る 力廴 近 憐 に 住 む 知 人 と の

卜 交 流 が 何 よ り:も 楽 し い こ と を 確 認 し た こ｡と 。　　　　　　 ダ　　　　　　 ご

冖廖

４
。
　
　

’
・

麟

⑩

（17 ） 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年 ９ 月 １ ０ に 請 求 人 宅 を 訪 問 の 上 、 請 求 人 宅 に は

近 隣 の 住 民 が 数 人 集 ま り 談 笑 し て い る こ と を 確 認 し た こ と 。≒

(18) 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年 ９ 月28
う
日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 す る も 不 在 で あ っ

た た め 、 不 在 時 連 絡 票 を 置 い て き た こ と 。　　　 コ　 。　 犬
・　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　-■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。・　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　・

（１９） 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成2,2 年 １ ０ 月 ８ 日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 す る も 不 在 で あ つ

t4



額

濘

〈

ｊ
ｌ！
が
　＼
ｆ、

１

＼ ‥た た め レ 不 在 時 連 絡 票 を 置 い て き た こ と 。 汝 た 、 郵 便 物 が 溜 ま っ て お り
、 帰 り ＼

際 、 近 隣 住 民 か ら 請 求 人 は 、 征 月 中 旬 か ら ＝一 度 も 姿 を 見 て い な い ご と を 聞 い た

ご と 。 さ ら に 、 時 々 、 長 女 は 齷 求 人 宅 に 来 七 ぱ 溜 ま っ た 郵 便 物 を 取 っ て 行 く こ

■■　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ÷　1 丶･
と を 聞 い た ご と 。 レ　　 。イ　　　　　　　 イ　　　/　　　　 ……

(20) 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 １ ２ 日 に 墻 域 包 括 支 援 セ ン タ
Ｔ か ら 、｡ 同

■　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　 ／　　　　　　　　　　 。－　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　 ●年 ９ 月 １ 日 以 降i･･｡ 請 求 人 宅 の 住 宅 改 修 と ヘ ル パ ー 利 用 の 話 が 全 く 進 ん で い な いy

●　　　　丶 ． Ｉ　　・　。　　　 ・　　　　　　　 －　・　　　　　　・　　　　 ●　　　　　　・
こ と 。 ま た 、 ９ 月 上 旬 は 請 求 人 は 請 求 人 宅 へ 何 度 か 行 づ て い た よ う で あ る が

、卜

そ の 後 は 長 女 宅 で 生 活 を 続 け て い･ る こ と を 電 話 で 蕁 絡 を 受 け た こ と
。

(21 匚 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ３ ２ 年:LO 月 ２ ０ 日 に 請 求 人 宅 を` 訪 問 す る も 不 在 で あ･

つ･ だ た め 、 不 在 時 連 絡 票 を 置 い て き た こ と 。　　　　　　　　　　 し

仞
匚 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年1 t)' 月 ２ ５ 日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 す る も 不 在 で あ 二

づ　 っ た た め 、 不 在 時 連 絡 票 を 置 い て き た こ と 。 ま た 、 近 隣 の 住 民 か ら 請 求 人 は
、

¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　Ｉ

彼 岸 の 後 か ら 一 度 も 帰 っ て き て い た い こ と を 聞 い･ た こ と 。　　　　　 １　　　　　　 ■

ｉ　　　 ・　　　　　　　　- ●　　　　　　　　　　　 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －　　　　　　　　　　　　
Ｊ(23) 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 ２ ６ 日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 す る も 不 在 で あ

＝　' つ た た め 、 不 在 時 連 絡 票 を 置 い て き た こ と 。 同 日 √ 長 女 へ 電 話 し 、 請 求 人I は ９

月 、 １ ０ 月 は 請 求 人 宅 で 生 活 を 続 け る 考 え で 請 求 人 宅 と 長 女 宅 を 往 来 し て い た

こ と を 確 認 し た こ と 。 、　 。 ▽　　　　　　　　　　　　　　　　　･ 。

・　　　　　　　 。　 ●　　　　　 ■　Ｉ
(24) 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月･29 日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 の 上

√ 請 求 人 及

び 長 女 と 面 接 し､ こ
今 後 √ 請 求 人 は 自 宅 で 生 活 を 送 る こ と を 確 認 し た こ と

。

ま た 、 今 後 、･ 牛 活 実 態 が 把 握 で き な い 場 合 は 、 保 護 の 要 否 に つ い て 再 検 討 す

■　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／
る こ と を 説 明 し た こ と 。 ・　 Ｌ　　　　　　　　' ．Ｉ　　　　　　　　　　　　 ．　　　　　

Ｉ　･' 。　　｜
ａ　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

さ ら に 、 住 宅 改 修 及 び ホ ー ム ヘ ル パ ｒ の 利 用ﾚ に つ い 忿 は 進 め る 方 向 で 考 え て･

い る こ と を 確 認 す る と と も に 、 改 め で 生 活 保 護 制 度 に お け る 保 護 の 実 施 責 任 及

び 世 帯 認 定 に つ い て 趣 旨 説 明 を 行 っ た こ と 。

(26) 処 分 庁 の 職 員 は､｡ 平 成 を2 年 １ １ 月 ユ 日 に 誚 求 人 宅 を 訪 問 す る も 不 在 で あ
っ

た た め 、 不 在 時 連 絡 票 を 置 い て 者 た ご と 。　　　　　 二　　　　 … …

(26) 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年1 J. 月 ２ 日 に 近 隣 住 民 か ら 、 請 求 人 は 、 退 院 後 、

フ 長 女 宅 で 生 活 し て お り 、 請 求 人 宅 に は 戻 ら な い も の で あ る と 話 さ れ た こ と
。 ま

ご
た √ 実 際 に 退 院 後 は 請 求 人 宅 に 人 が 住 ん で い る 様 子 は な く

、 、９ 月 初 め 頃 か ら と

｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　 ・き ど き 長 女 が 請 求 人 宅 を 訪 れ て い る こ と を 聞 い た こ と
。

(27) 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成2 づ2 年 １ １ 月 ５ 日 に 近 隣 住 民 か｡ ら
、 請 求 人 は 退 院 後 。

㎜　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　 ｀　　　　　　･I　　 丶‘
自 宅 で 生 活 し て お ら ずl 最 近 に な っ て 日 中 、 自 宅 に 戻 っ て い る い る こ と を 見 た

岬



卜 と い う こ と を 電 話 で 聞 い た こ と 。

(28) 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年 １ ↓ 月 １ ９ 日 に 近 隣 住 民 か ら 、 請 求 人 は 日 中 在

ﾌ宅 の 時 も あ｡る が 、 夜 は 不 在 の 様 子 で あ り 、 今 月 に 入 っ て か ら は 自 宅 で 一 晩 過 ご

し た 日 も あ る よ う で あ る こ と 。 ま た 、 デ イ サ ー ビ ス を 利 用 し て い る が 、 請 求 人
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●●　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　气

●　　　　　　　　　　　　・＼ 宅 に は 送 迎 車 は 来 て お ら ず 、 生 活 の 拠 点 は 長 女 宅 で あ る こ と を 電 話 で 聞 い た こ

∧　 と 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

(2
し9)

/冖

曷
¶I ㎜㎜■

・ 処 分 庁 の 職 員 は
、

平 成 ２ ２ 年 １ １ 月 ｊ ｏ 日 に 請 求 人 宅 に 電 陋 す 弔 も 応 答 か な｣?｡ ‘4

ヵ ヽ つ
な な め

長 長
宅 へ 雫4 し

、
保 鑛

齢) 支
幃 に

ら
い ７ 平 虞2

ふ
年1]

如

分 ａ 窓 卩

筴

払 い と な る こ と を 説 明 し た こ と 。 ま た 、 請 求 人 の 生 活 の 拠 点 が 自 宅 で あ る な ら

ぱ 、 保 護 を 適 正 に 実 施 す る 必 要 か あ る の で 、 そ の 判'断 材 料 を 収 集 す る た め に 公

共 料 金 等 の 支 払 い｡状 況 に つ い て 調 査 し た い 旨 を 話 し た と こ ろ 、 長 女 か･ ら 拒 否 さ

卜 れ た こ と 。 さ｡ ら に 、 平 成22 年U2 月 分 保 護 費 に つ い で は 、 窓 口 払 い と な う て

‘ お り 、 直 接 面 会 し て 渡 し た い 旨 を 話 し た と こ ろ 、'長 女 か ら 拒 否 さ れ た こ と 。
●　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I●　　　　　゚ 　　　　　　　　　　　　　　 －

(30) 二 処 分 庁 は 、 平゙ 成 ２ ２ 年 １ ２ 月 １ ０ 日 に 所 内 に お い て ヶ － ス 診 断 会 議 を 開 催 し 、

奥 地 調 査 に よ り 湎 求 人 か･ 自 宅 ７ 生 活 し て い る Ｃ と か 確 認-C き ず レ 長 女 世 帯 と 生

計 同 一 の 事 実 が 認 め ら れ る と の で 、 平 成 ２ ２ 年jl ヽ2 月 １ 日 付 け セ 保 護 を 廃 止 す

卜　 る こ と が 妥 当 と 判 断 し た こ と 。　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　 づ

(31) 処 分 庁 は 、 平 成 ２ ２ 年 １ ２ 月1:4 日 に 同 年 １ ２ 月 １ 日 付 け で 保 護 の 廃 止 決 定

処 分 を 行 っ た こ と 。　　　　　　　　　 一　　　　　　　　 犬　　　　　　　　　　　　 二

(32 匚 処 分 庁 の 職 員 は 、 平 成 ２ ２ 年 １ ２ 月 １ ４ 日 に 請 求 人 宅 を 訪 問 の 上 、 保 護 廃 止

よ 決 定 通 知 書 膏 手 交 い ＼同 年 １ ２ 月
ご1

日 付 け で 請 求 人 が 自 宅 で 生 活 し て い る こ と

が 確 認 で き ず 、 扶 蒹 義 務 讚 世 帯 と の 間 で 生 計 を 伺 一 に し て い るﾉ こ と を 理 由 に 保

護 の 廃 止 を 決 定 し た こ と を 説 明 し た こ と 。　　　II　｡ ｡ ■

・　■　　　　　　　　　・(33) 請 求 人 宅 に お け る 上 下 水 道 の 使 用 状 況 は 、 平 成 ２ １ 年 １ ２ 月 ２ ８ 日 に 闥 栓4

平 成 ２ ２ 年 ６ 月 ７‘日 に 再 開 栓 さ れ て お り 、 平 成 ２ ２ 年 ７ 月 か ら 同 布 １ ２ 月 ま で

の 使 用 水 量 は ３ 立 方 メ ー ト ル で あ っ た こ と 。　　　　　 。　 づ　　　　 ＼
･ ．゙　　　　　Ｉ` 　ｌ　　　‘　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。１･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
申) 遭 求 人 の 平 成2･2 年1 月 か ら 同 年 １ １ 月 ま で の デ イ サ ー ビ ス 利 用 日 数 は ７ １

日 吻 あ り 、 請 求 人 宅 を 発 着 地‘と し た 送 迎 は わ ず か ３ 日 の み で あ っ た こ と 。　 ／

２　判断　　　　　　　　　 、 ＞　　 レ

（１） 法は、日本国憲法第２５条に規定する理念に基づき、国が生活に困痼するす

べての国民に対し、その困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、その最低限度

４

.「



１

・

の 生 活 を 保 障 す る と と も に 、｡そ の 自 立 を 助 長 す る こ と を 目 的 と し （ 法 第 １ 条 ）。

ま た 、 法 に よ り 保 障 さ れ る 最 低 限 度 の 生 活 は 、 健 康 で 文 化 的 な 生 活 水 準 を 維 持

す る も の で な け れ ば な ら な い と し て い る 。I （ 法 第 ３ 条 ）几　　　 二　　　 、コ

… …… 法 に 基 づ ぐ 保 護 はi 生 活 に 困 窮 す る 者 が 、 そ の 利 用 し 得 る 資 産 、 能 力 そ の 他

あ ら ゆ る も の を 、 そ の 最 低 限 度 の 生 活 の 維 持 の た め に 活 用 す?る こ ’と を 要 件 と し

（法 第､4 条 第 ）ご項 ） 、 要 保 護 者 、 そ の 他 找 僵 履 務 者 又 は そ の 他 の 同 居｡ め 巍 族 の

・　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　―
●申 請 に 基 づ い て 開 始 す る も の と す る 。 た だ し 、 要 保 護 者 が 急 迫 し た 状 況 に あ る

と き は 、 保 護 の 申 請 が な く て も 、 必 要 な 保 護 を 行 う こ と が で き る と し て い る 。

（ 法 第 ７ 条 ） 。

ａ　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　 。　　　　　　　　　　 ・　　　　　
１保 護 め 基 準 及 び 程 度 は 、 厚 生 労 働 大 白臣 の 定 め る 基 準 に よ り 測 定 し た 要 保 護 者

の 需 要 を 基 と し 、 そ の う ち 、 そ の 者 の 金 銭 又 は 物 品 で 満 た す と と め で き な い 不

■　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　 ｒ　　　　　〃　　　　　　Ｉ
足 分 を 補 う 程 度 に お い 七 行 わ れ る も の と さ れ 、､ま た 、 こ の 基 準 は 、 要 保 護 者 の

年 齢 別 、 性 別 、 世 帯 構 成 別 √ 所 在 地 域 別 そ の 他 保 護 の 種 類 に 応 じ て 必 要 な 事 情

を 考 慮 し た 最 低 限 度 の 生 活 の 需 要 を 満 た す に 十 分 な: も の で あ っ て 、 か つ 、 こ れ

を こ え な､い も の で な け れ ぱ な ら な い と し て い る 。 （法 第=8 条 ） 。

（２ ） こ め 規 定 を 受 け て 、 厚ヽ 生 労 働 大 臣 は 「生 活 保 護 法 に よ る 保 護 の 基 準 」 （昭 和
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XJ　　　　　　　　 岬

３ ８ 年 ４ 月 １ 日厚 生 省 告 示 第1.5  8 号 。 以 下 「保 護 の 基 準 」 と い う 。 ） を 定 め

・ る と と も に √ 次 官 通 知 及 び 局 長 通 知 に よ り
ヽ 保 駻 の 実 旆 要 領 を 定 め て い る 。 ご

れ に よ り 、 法 に お い て 保 障 さ れ る べ 竒 最 低 生 活 費 が 要 保 護 世 帯 各 々 に つ い て 具

体 的 に 算 定 さ れ 、 ま た 、 本 れ に よ り 算 定 さ れ た 最 低 生 活 費 と 要 保 護 世 帯 の 収 入

充 当 額 と を 対 比 し て 、 保 護 の 要 否 が 判 断 さ れ 、 最 低 生 活 費 の う ち 、 世 帯 の 収 入

で 充 足 す る ご と の で き な い 不 足 分 に つ い て 、 保 護 が 行 わ れ る こ と に な る も め で

あ る 。　 ’　　　　　　　　　　　　　 レ　 ト　　　 一

（3 ）/ 法 第 １ ０ 条 は 、･保 護 の 要 否 及 び 程 度 に 関 し 。 い わ ゆ る 世 帯 単 位 の 原 則 に つ い

て 定 め て い る 。 こ の ご と か ら 、 保 護 の 決 定 に あ た っ て ば 、 当 該 世 帯 に つ い て そ

の 構 成 員 を 認 定 す る こ と が 必 要 と な る6 こ の 場 合 、 原 則y と し て 、‘ 同 一 の 住 居 に

ヽ 居 住 し 、 生 計 を 一J に し て い る 者 は 、 同 一 世 帯 員 と 定 め る の が 相 当 と し て い る 。

（４ ） こ の 、 世 帯 認 定 に つ い で は 、じ 「生 活 保 護 法 に よ る 保 護 の 実 施 要 領 に つ い て 」

（ 昭 和 β ６ 年 ４ 月 Ｔ 日 付 け 厚 生 省 発 社 第 １ ２ ３ 号 厚 生 事 務 次 官 通 知 。 以 下 「保

護 の 実 施 要 領 」 と い う 。 ） に よ れ ば 、 同 一 の 住 居 に 居 住 し 、 生 計 を 一 に し て い

る も の は 、 同 一 世 帯 員 と し て 認 定 さ れ る こ･=と を 原 則 と し て い る が 、 実 際 の 世 帯

ｆ　¶　　　　　　　　　　　 ●●　　　・　　　　　　　　　　　　| 。
し 認 定 に 当 た り て は 、 居 住 者 楫 互（り 関 係 （ 親 族 関 係 の 有 無4 濃 密 性 等 卜 、 生 活 実

田



態( 消 費 財 ・サ ー ビ ス の 共 同 購 入 √ 消 費 の 共 同 、 家 事 労 働 の 分 担 等) 、 他 の 法

律 関 係･( 戸 籍 、 住 民 基 本 台 帳 の 記 載 事 実 等) 、 民 生 委 員 め 意 見 等 地 域 の 均 衡 な

＼ ど の 事 実 を 正 確 に 把 握 し 、 個 々 の 実 例j に 則 し･て 適 切 な 認 定 を 行 う こ と が 求 め ら

・　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　 』■　　　　　　　　　　　　　　　・
＼れ て い る ． ま た 、=運 用 に お い て √ 世 帯 員 の 中 に 、 ＋一度 別 個 の 世 帯 を 構 成 し た こ

と の あ る 兄 弟､姉 妹 を 含 む 場 合 は 世 帯 主 及 び 他 の 世 帯 員 に 過 度 の 負 担 を 強 い る 結
』●　　　　　　　　　　　　　　 ¶　　　　　　･．　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　Ｉ　●　　　．　●
果 と な ら ぬ よ う 世 帯 単 位 の 原 則 の 適 用 に 適 当 な 調 整 が 必 要 で あ る と さ れ て い る

と こ･ろ で あ る Ｏ ‘　　　ｊ　　　ｌ‘　．･．．　　
・　　　

．　　　●･．'　　　　　　　　　　．．　　　　　'･"

す な わ ち 、 同 一 世 帯 に 属 し て い る と 認 定 さ れ る も の で あ っ で も 、 世 帯 単 位 で

、の 保 護 が 適 切 で な い と き は 、 特 定 の 個 人 を 単 位 と し て 保 護 の 決 定 を 行 う こ と が

で き る と し て い る ．( 局 長 通 知 第:1 －2 ‘ 、一同 第1  -  5o ……｢ 世 帯 分 離｣)

例 え ば 、 高 齢 や 病 弱 な ど の た め に 自 分 ひ と り で 生 活 す る こ と が 困 難 な 要 保 護

者 が 、 友 人 な ど 生 活 保 持 義 務 関 係 の な い 者 の 世 帯 に 転 入 し た 場 合 に 、 転 入 先 め
㎜　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　 り
世 帯 員 ま で 同 一 世 帯 と し て 最 低 生 活 を 下 回 る=生 活 を 強 い る こ と の な い.よ う･に 要

保 護 者 だ け を 分 離 し て 分 離 し て 保 護 す る も め で あ る ．ごた だ し 、 直 系 血 族 の 世 帯

に 転 入 し た 場 合 に あ っ て は 、` 世 帯 分 離 を 行 わ な い と す れ ば 、 そ の 世 帯 が 要 保 護

世 帯 と な る と 囎 に 限 定 し て い る ．

(５)し　 以 上 の 見 地 か ら 、 本 件 処 分 に つ い て 判 断 す る ６　　　　　　　　　　 ・．　　　　　　　　 ●　　　　　 ●　　　　．　　　　　　･Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
ア　 ま ず 、 請 求 人 と 長 女 の 同 居 に つ い て 、 第 ３ の １ の( ４) 、( ５) のヽ ア √ 同 ウ 、

／　　( ６) 、( ７) の ア 、 同 イ 、 同 ウ 、( ８) の ア 、( ９) の イ 、(10) 、(13) 、(14),

●　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　l　j.●　　　　　　　　　　　　　　　､･　　　●　､(19) 、/(20) 、し(22) 、 μ3)/ 、(26) 、(;!7) 、(28) 、(33) 及 び(34) か ら 長 期 に わ た

っ て 同=一 の 住 居 に 居 住 し て い る こ と 喋 認 め られ る･．　 ト

イ　 次 に 、 処 分 庁 ごは 、 こ の 事 実 及 び 第･3 の １ の(30)･ 及 び 同(31) に よ り 請 求 人 が
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．‘　　　｀　　　　¶ ●　　　．
長 女 世 帯 と 生 計 同 一 の 事 実 が 認 め ら れ る と し て 保 護 の 廃 止 を 決 定 し た ． し か

し 、 保 護 の 廃 止 に 当 た ウ て は 、 上 記( ４) の と お り 世 帯 禪 定 又 は 世 帯 分 離 の 検

討 を 行 う.･こ と が 必 要 で あ り 、 処 分 庁 か ら 提 出 さ れ た 弁 明 書 及 び 証 拠 書 類 か ら

厂 す る と 、 長 女 世 帯 全 体 の 生 活 実 態 や 収 入 資 産 等 の 調 査 を し た 事 実 は 認 め ら れ

' ず ノ ま た √ 世 帯 分 離 に つ い で 検 討 し た 事 実 も 認 め ら れ な い ．　　　　　 ｀　 ダ

//ン

．
９・
　
　・Ｗ

匹

圦

．誰

・厂

・

ウ　 ようて、世帯認定及び世帯分離について十分な検討せずに本件処分を行つ 卜

た処分庁の判断には、瑕疵があり、不当である｡。　　　　　　　　　 ＼

エ　 なお 、処分庁は、引き続き、請求人及び長女の協力を得て、適切な世帯齠

定及び世帯分離蜃検討の上、請求人の保護の要否及び程度の決定を行うこと

卜とされたい。　　　　　　　　　　　　犬　　　　・。　　　　　▽　　　　　　　　・

『
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寸
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３･ 以上のとおり√行政不服審査法（昭和３冫一命法律第１６０舟）j第４０条第３項の

規定により、主文のとおり裁決する。　　　　　　　　　　　　 ＼
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づ

こ､ の 裁 決 に 不 服 が あ る と き は 、= こ の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 う た 日 の 翌 日 か も 起 算 し て

、
j O ’日 以 内 に 、 厚 生 労 働 大 臣 に 対 し 再 審 査 請 求 薯 す る こ と が で き ま す （ な お

、 裁 決 か あ

っ た こ と を 知 う た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ３ ０ 日 以 内 で あ っ て も; 裁 決 が あ っ た 日 の 翌 日

か ら 起 算 し て ！ 年 を 経 過 す る と 再 審 査 請 求 を す る こ と が で き な く な り ま す 。 ） 。 二

゛ ま た い こ の 裁 決 に つ い て は 、 こ の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ６

か 月 以 内 に 、 こ の 裁 決 の 前 蝙 と な る 決 定･ を し た 市 を 被 告 と し て･ （ 訴 訟 に お い て 市 を 代 表

す る も の は 市 長 と な り ま す 。 ） 決 定 の 取 り 消 し の 訴 え を 、 あ る ’い は 県 を 被 告 と し て （ 訴

訟 に お い て 県 を 代 表 す る も の は 知 事 と な り ま す 。 ） こ の 裁 決 の 取 り 消 し の 訴 え を 提 起 す

・　１　　　　●　　　■　　　　　　Ｉ　 ●　　　　　 ●　　 。’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　・
る こ と が で き ま す （ な お 、 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翌 日･ かI ら 起 算 し て ６ か 月 以 内

七 あ っ で も 、 裁 決 が あ っ た 日 の 翌 日 か ’ら 起 算｡ し て １ 年 を 経 過 す る と 決 定 及 び 裁 決 の 取 り ＼

消ｸ し の 廚 え を 提 起 す る こ と が で き な く な り ま す 。卜 。　　 ＼


